
山形大学入試問題・前期 2024.5.8(水)

３ ２０２１年度 数学

（１／１）

【第３問】

平面上の△ＡＢＣにおいてＡＢ＝７，ＢＣ＝８，ＣＡ＝６とする。辺ＡＢを２：１に内分

する点をＤ，辺ＢＣを１：３に内分する点をＥ，線分ＡＥと線分ＣＤの交点をＰとする。

点Ａから辺ＢＣに下ろした垂線と辺ＢＣの交点をＨとする。さらに，辺ＢＣの垂直二等分線

が線分ＡＥと交わる点をＱとする。このとき，次の問に答えよ。

(1) 内積 ・ を求めよ。

(2) △ＡＢＣの面積を求めよ。

(3) 線分ＡＥの長さを求めよ。

★(4) を を用いて表せ。

(5) を と を用いて表せ。

(6) 線分ＰＱの長さを求めよ。

【入試情報】山形大学の入試問題(２０２１年度・数学)は，第１問から第６問まであり，

学部に応じて，次のように解答することが求められております。

人文社会科学部 第１，２，３問 ( ９０分)

理学部 第１，３，４，５問 (１２０分)

医学部 第１，３，５，６問 (１２０分)

農学部 第１，２，３，４問 (１２０分)

★

■第３問の出題項目：ベクトル（数学Ｂ／２０２４年度からは数学Ｃ）

出題内容：平面ベクトル

■今回は，第３問のうち(4)のみの解答です。（(1)(2)(3)(5)(6)は別ファイルになります。）

■２０２１年度・第３問(4)を解くための基礎教材（数専ゼミオリジナル《学習書》）

(4) 数学Ｂ ベクトルと図形 №３(１／５)，(２／５) Ï共線条件

数学Ａ 三角形の性質 №１１(１／５)，(２／５) Ïメネラウスの定理

これらの教材を学習してから入試問題（第３問(4)）を解いてみてください。

すらすらと解けることにびっくりします。

＊数専ゼミの高校数学教材は，山形大学医学部の入試問題にフォーカスをあてて作成してあ

ります。だから，この教材を学び切ることで，医学部の入試問題を解く力が自然に身につ

きます。

（次のページへつづく）Æ
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□□【山形大学入試問題・前期 ２０２１年度・第３問 (4)】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

【考え方】(4) 点Ｐは直線ＡＥ上にあるから， ＝ｋ となる実数ｋが存在し，

ＡＰ＋ＰＥ＝ＡＥであるから，ＡＰ：ＰＥの比がわかればｋが求まる。

線分比を求めるのは「メネラウスの定理」である。

［答 案］

★(4) を を用いて表せ。

点Ｐは直線ＡＥ上にあるから， ＝ｋ となる実数ｋが存在する。 Ï共線条件

よって，ＡＰ：ＰＥの比がわかればｋが求まる。 ÏＡＰ＋ＰＥ＝ＡＥ

そこで，△ＡＢＥと直線ＣＤに注目して，メネラウスの定理を用いると，

Ï線分比を求めるにはメネラウスの定理

ここで， Ï条件の確認

ＥＣ：ＣＥ＝３：４，ＢＤ：ＤＡ＝１：２

であるから，

よって，ＡＰ：ＰＥ＝８：３であるから，

ＡＰ＋ＰＥ＝ＡＥより，ＡＥ＝１１

したがって，

より， ，

よって，
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